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問

地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
は
ど
の

様
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
基
準
財
政
需

要
額
に
算
定
対
象
に
な
る
も
の
は
、
ど
の
様

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）

普
通
交
付
税
は
、
自
治
体

が
標
準
的
な
水
準
の
行
政
運
営
を
行
う
た

め
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る
経
費
を
算
定
し

た

「
基
準
財
政
需
要
額
」
か
ら
、
標
準
的

に
見
込
ま
れ
る
地
方
税
収
等
の
財
源
を
算

定
し
た

「
基
準
財
政
収
入
額
」
を
差
し
引

い
た
不
足
分
が
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付

さ
れ
、
ま
た
、
特
別
交
付
税
は
普
通
交
付

税
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
突
発
的
特
殊
な

財
政
需
要
を
補
う
た
め
の
制
度
。

基
準
財
政
需
要
額
は
、
人
口
や
面
積
、
道

路
延
長
な
ど
町
の
実
態
を
反
映
す
る
測
定

単
位
に
単
位
費
用
を
乗
じ
、
さ
ら
に
、
地

理
的
・
社
会
的
条
件
等
を
補
正
す
る
補
正

係
数
を
適
用
す
る
。主
な
も
の
と
し
て
道
路

橋
梁
費
、
港
湾
費
・
社
会
福
祉
費
と
い
っ
た

個
別
算
定
経
費
と
公
債
費
及
び
包
括
算
定

経
費
が
あ
る
。

問

償
還
が
行
わ
れ
て
い
る
公
債
費
の

内
容
は
。

答（
町
長
）

過
疎
対
策
事
業
債
償
還
費
、

辺
地
対
策
事
業
債
償
還
費
、
臨
時
財
政

対
策
債
償
還
費
が
挙
げ
ら
れ
、
今
年
度
の

基
準
財
政
需
要
額
の
公
債
費
と
し
て
、
約

５
億
２
千
万
円
が
算
定
さ
れ
て
い
る
。

問

本
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る
買
い
物

弱
者
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答（
町
長
）

本
年
９
月
か
ら
県
の
買
い

物
弱
者
支
援
事
業
補
助
金
と
し
て
、
買
い

物
困
難
地
域
を
対
象
と
し
た
移
動
販
売
車

に
よ
る
定
期
的
な
移
動
販
売
を
行
う
事
業

者
に
対
し
て
、
購
入
費
や
改
修
費
な
ど
に
、

１
０
０
万
円
を
上
限
に
３
分
の
２
の
補
助

要
綱
を
制
定
し
、
予
算
の
承
認
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
は
、
買
い
物
に
困
難
を
抱
え
た
高
齢

者
紹
介
等
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

問

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

(自
治
体
職

員
)
へ
の
取
り
組
み
の
お
考
え
は
。

答（
町
長
）

イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
と
し

て
既
に
町
猟
友
会
と
連
携
し
町
職
員
に
よ

る
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
潜
伏

調
査
を
実
施
し
た
り
、
狩
猟
免
許
を
取
得

し
て
い
る
担
当
職
員
に
よ
る
緊
急
的
な
わ

な
設
置
を
実
施
す
る
な
ど
、
職
員
の
有
す

る
技
能
を
最
大
限
活
用
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
け
る
ガ
バ
メ

ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。　
　

問

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
の
進
捗
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答（
町
長
）

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
に

つ
い
て
は
、
今
年
８
月
に
一
般
社
団
法
人

ロ
ー
カ
ル
コ
ー
プ
龍
郷
を
設
立
し
た
。
「
生

物
多
様
性
の
回
復
」
を
通
じ
て
、
支
援
企

業
を
含
め
た
関
係
人
口
を
創
出
し
、
新
し

い
観
光
を
生
み
出
す
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
現
在
、
活
動
の
企
画
運

営
や
地
域
と
企
業
を
繋
ぐ
役
割
を
担
う
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
。
カ
ー

ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
す
る
に
は
、
来
年

３
月
に
開
催
さ
れ
る
認
証
委
員
会
で
認
証

さ
れ
た
ら
、
販
売
を
ス
タ
ー
ト
す
る
。

問

戸
口
小
の
プ
ー
ル
が
使
用
禁
止
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
計
画
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
町
営
プ
ー
ル

建
設
の
お
考
え
は
。

答（
教
育
長
）

大
規
模
改
修
や
建
替
え
は

財
政
的
に
難
し
い
為
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
説

明
を
行
っ
た
の
ち
、
閉
鎖
の
決
定
に
至
っ
た
。

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
行
っ
て
い

る
地
質
調
査
の
結
果
を
待
ち
、
令
和
８
年

度
に
は
解
体
設
計
後
、
工
事
予
定
。

問

公
営
プ
ー
ル
の
建
設
に
向
け
た
取

り
組
み
で
、
建
設
場
所
、
ど
れ
位
の
大
き

さ
の
プ
ー
ル
な
の
か
、
屋
外
プ
ー
ル
な
の
か
、

屋
内
プ
ー
ル
な
の
か
。

答（
町
長
）

場
所
の
検
討
を
進
め
て
い

る
が
内
容
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
総
合
運
動
公
園
の
中
で
一

番
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は

町
営
プ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
。

屋
外
プ
ー
ル
か
屋
内
プ
ー
ル
な
ど
は
ま
だ

議
論
し
て
い
な
い
。

德永 義郎 議員

財
政
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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問

手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
の
築
年

数
及
び
耐
震
診
断
並
び
に
修
繕
の
状
況
は
。

答（
町
長
）

手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー

は
、
昭
和
56
年
に
建
設
さ
れ
、
44
年
が
経
過

し
て
い
る
。
こ
の
年
の
６
月
に
耐
震
基
準
が

導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
耐
震
診
断
は
行
っ

て
い
な
い
。
平
成
21
年
に
大
規
模
改
修
を
し

て
い
る
。

問

建
替
え
の
要
件
と
今
後
の
建
替
え

計
画
は
。

答（
町
長
）

建
替
え
計
画
は
あ
る
が
正

式
な
要
件
は
な
い
。
集
落
要
望
に
よ
る
地

域
の
実
情
や
困
り
度
な
ど
を
勘
案
し
、
優

先
順
位
か
ら
整
備
計
画
を
検
討
す
る
。

問

青
森
県
八
戸
市
で
震
度
６
強
の
地

震
が
あ
り
津
波
警
報
が
流
れ
て
い
る
。
赤
徳

校
区
の
赤
尾
木
公
民
館
・
芦
徳
公
民
館
・

手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
の
各
海
抜
は
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

赤
尾
木
公
民
館

４
・２
メ
ー
ト
ル
、
芦
徳
公
民
館
３
・
２
メ
ー

ト
ル
、
手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
16
・
７

メ
ー
ト
ル
で
す
。

問

状
況
を
踏
ま
え
赤
徳
校
区
避
難
所

は
手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
し
か
な
い
と

思
う
が
。

答（
総
務
課
長
）

手
広
地
区
振
興
セ
ン

タ
ー
だ
け
と
な
っ
て
い
た
が
そ
の
後
、
大
島

特
別
支
援
学
校

(
体
育
館
)
と
も
避
難
所

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

問

町
内
の
避
難
所
と
し
て
ト
イ
レ
・
炊

事
施
設
・
浴
室
を
備
え
て
い
る
所
は
何
か

所
あ
る
か
。

答（
総
務
課
長
）

ト
イ
レ
・
炊
事
施
設
は

各
集
落
あ
る
が
、
浴
室
は
安
木
屋
場
公
民

館
・
浦
公
民
館
で
す
。
今
後
建
替
え
の
際

に
増
や
し
て
い
く
。

問

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
新
し
い
避
難

所
情
報
が
更
新
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
地
震

防
災
の
件
が
鹿
児
島
県
・
龍
郷
町
各
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
住

民
に
は
わ
か
り
に
く
い
。
説
明
す
る
機
会
は
。

答（
総
務
課
長
）

今
後
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
更
新
の
際
、
色
々
検
討
し
て
い
く
。

問

用
地
取
得
時
の
基
準
は
明
文
化
さ

れ
て
い
る
か
、
ま
た
塀
、
庭
木
、
倉
庫
な
ど

工
作
物
の
移
転
費
用
も
補
償
対
象
か
。

答（
町
長
）

用
地
取
得
の
基
準
は
明
文

化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
が
定
め
る
公
共
用

地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
に
基
づ

き
実
施
。
事
業
予
定
地
内
に
あ
る
住
居
な

ど
の
建
物
、
倉
庫
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
工

作
物
、
庭
木
類
な
ど
の
立
竹
木
も
補
償
の

対
象
と
な
る
。

問

過
去
５
年
間
の
用
地
買
い
取
り
の

実
績
は
。

答（
町
長
）

実
績
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
度
が
５
件
で
４
５
２
万
円
、
令
和
３

年
度
は
実
績
な
し
、
令
和
４
年
度
が
２

件
で
26
万
円
、
令
和
５
年
度
が
１
件
で

１
１
５
０
万
円
、
令
和
６
年
度
が
３
件
で

16
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問

用
地
買
収
時
所
有
権
移
転
登
記
費

用
は
だ
れ
が
持
つ
の
か
。

答（
建
設
課
長
）

用
地
買
収
時
の
所
有
権

移
転
に
つ
い
て
は
町
の
事
業
の
た
め
町
で

行
う
。

問

土
地
買
収
時
に
、
宅
地
、
農
地
、
山

林
等
、
評
価
額
が
あ
る
が
対
応
は
。

答（
建
設
課
長
）

用
地
買
収
の
際
は
不
動

産
鑑
定
を
依
頼
し
、
そ
の
評
価
に
基
づ
き

交
渉
し
て
い
る
。

問

旧
赤
線
、
里
道
を
登
記
は
そ
の
ま

ま
で
道
を
広
げ
て
い
る
が
、
そ
の
後
拡
張
時

の
対
応
は
。ま
た
近
隣
が
住
宅
地
で
あ
れ
ば

評
価
額
が
変
わ
る
と
聞
い
た
が
。

答（
建
設
課
長
）

道
を
広
げ
る
際
の
経
緯

な
ど
を
加
味
し
て
対
応
し
て
い
く
。
近
隣
が

宅
地
見
込
み
地
と
見
ら
れ
れ
ば
勘
案
す
る
。

問

過
去
の
用
地
買
い
取
り
の
閲
覧
公

開
は
出
来
る
か
。

答（
建
設
課
長
）

個
人
情
報
が
あ
る
の
で

公
表
は
難
し
い
。

前島 克幸 議員

町
道
拡
張
す
る
際
の

対
応
に
つ
い
て

手
広
地
区
振
興
セ
ン
タ
ー
の

建
替
え
に
つ
い
て

これまで一般質問の内容を、 防災

行政無線個別受信機にて放送して

おりましたが、 現在はエフエムた

つごうにてライブ放送しています。

「エフエムたつごう」　78.9MHｚ
一般質問は

でお聴きいただけます。
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伊集院 巖 議員

問

交
通
弱
者
対
策
の
実
施
状
況
と
課

題
は
。

答（
町
長
）

交
通
弱
者
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
及
び
免
許
返
納
者
の
町
内
バ
ス
料

金
無
料
化
や
高
校
生
バ
ス
通
学
補
助
、
廃

止
さ
れ
た
戸
口
地
区
路
線
の
代
替
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た
運
行
を
実
施
し
て

い
る
が
、
路
線
バ
ス
利
用
者
の
減
少
や
財
政

負
担
の
増
大
、
運
転
手
不
足
な
ど
課
題
も

多
い
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
年
３
月
に

策
定
し
た

「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
に
よ

り
、
今
後
町
内
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

仕
組
み
を
整
備
し
、
持
続
可
能
な
交
通
モ

デ
ル
を
確
立
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

高
齢
者
無
料
バ
ス
の
周
知
が
足
り

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
高
齢
者
無
料
バ
ス
利

用
の
手
続
き
は
。

答（
保
健
福
祉
課
長
）

身
分
証
明
書
を
持

参
し
、
申
請
書
に
写
真
を
添
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
カ
ー
ド
を
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

周
知
に
つ
い
て
は
、
各
種
団
体
へ
の
周
知
も

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問

バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢
者
な
ど
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
バ
ス
停
の
新
設
や

移
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

本
町
の
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
提
案
し
て
、
関
係
機
関

と
協
議
、
調
整
を
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

問

交
通
空
白
地
で
あ
る
加
世
間
、
芦

徳
、
川
内
地
区
の
高
齢
者
へ
の
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
措
置
は
で
き
な
い
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

財
政
が
か
ら
む
こ

と
か
ら
即
答
は
で
き
な
い
が
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

問

集
落
奉
仕
作
業
な
ど
で
対
応
で
き

な
い
町
道
・
農
道
沿
い
の
樹
木
の
伐
採
を
町

で
で
き
な
い
か
。

答（
町
長
）

道
路
沿
い
の
樹
木
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
所
有
者
に
お
い

て
伐
採
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
だ
が
、
集
落

で
は
ど
う
し
て
も
対
応
で
き
な
い
場
合
に

は
、
現
場
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
対
応

を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

問

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
防
除
状
況
と
回

復
の
見
通
し
は
。

答（
町
長
）

ソ
テ
ツ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

防
除
対
策
に
つ
い
て
は
、
薬
剤
購
入
の
半
額

補
助
を
行
っ
て
お
り
、
個
人
所
有
の
ソ
テ
ツ

に
対
し
て
は
一
定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
て

い
る
と
こ
ろ
。
今
後
の
回
復
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
薬
剤
散
布
の
困
難
な
山
間
部
や
、

急
斜
面
の
場
所
に
お
い
て
は
壊
滅
的
な
状

況
で
あ
る
が
、
一
部
回
復
の
見
通
し
も
見

ら
れ
る
。
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
気
温
の
上
昇
に

よ
っ
て
繁
殖
力
が
旺
盛
な
た
め
、
収
束
の
目

途
が
つ
き
に
く
く
、
回
復
の
判
断
が
難
し
い

の
が
現
状
。

問

安
木
屋
場
集
落
の
裏
山
の
ソ
テ
ツ

は
、急
傾
斜
地
の
土
留
め
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。
防
除
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
の

で
、
来
年
以
降
も
十
分
な
予
算
を
確
保
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答（
副
町
長
）

引
き
続
き
国
・
県
に
協

議
を
重
ね
財
源
確
保
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

収
束
す
る
ま
で
は
継
続
し
て
実
施
し
た
い

と
思
う
。

問

ハ
ブ
の
出
没
状
況
と
買
い
上
げ
状

況
は
。

答（
町
長
）

ハ
ブ
の
出
没
状
況
に
つ
い

て
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
際
、
捕
獲
場
所
な
ど

に
つ
い
て
の
聴
き
取
り
な
ど
は
行
っ
て
い
な

い
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い

な
い
が
、
令
和
７
年
９
月
末
時
点
の
買
い
上

げ
数
は
８
９
０
匹
と
、
令
和
６
年
度
の
総
買

い
上
げ
数
８
４
７
匹
を
す
で
に
上
回
っ
て
い

る
状
況
。

問

ハ
ブ
咬
傷
予
防
対
策
の
実
施
状

況
は
。

答（
生
活
環
境
課
長
）

奄
美
大
島
及
び
各

市
町
村
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「ハ
ブ
対
策
推

進
協
議
会
」
に
よ
る
情
報
誌

「
ハ
ブ
ダ
ス
」

の
発
行
や
、
ハ
ブ
咬
傷
予
防
対
策
ポ
ス
タ
ー

の
作
品
募
集
、
ハ
ブ
教
室
の
開
催
な
ど
ハ
ブ

の
生
態
、
咬
傷
状
況
、
予
防
対
策
に
つ
い
て

は
住
民
意
識
の
啓
発
を
図
る
取
り
組
み
や
、

本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

「
ハ
ブ
に
出

会
っ
た
ら
」
と
題
し
た
注
意
喚
起
の
情
報
を

発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

公
共
道
路
沿
い
の

環
境
整
備
に
つ
い
て

ソ
テ
ツ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の

防
除
対
策
に
つ
い
て

ハ
ブ
対
策
に
つ
い
て
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答（
教
委
事
務
局
長
）

順
次
導
入
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

問

西
郷
小
浜
公
園
竣
工
後
の
利
用
状

況
は
。

答（
町
長
）

西
郷
小
浜
公
園
は
、
令
和

６
年
３
月
に
竣
工
式
典
を
開
催
し
、
こ
れ
ま

で
に
教
育
民
泊
で
の
八
月
踊
り
や
、荘
内
南

洲
会
が
来
町
し
た
際
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。

問

今
後
の
利
用
計
画
は
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

西
郷
隆
盛
翁
・
菊

次
郎
翁
の
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
、
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
場
と
し
て
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
活
用
で
き

る
場
所
と
し
て
町
内
外
に
広
く
周
知
し
て

い
く
。

長谷場 洋一郎 議員

問

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
算
出
の
根
拠
は
。

答（
町
長
）

一
昨
年
ま
で
の
実
績
を
基

に
国
と
協
議
し
、
修
正
を
い
た
だ
き
な
が
ら

算
出
し
た
が
、
さ
ら
な
る
物
価
高
騰
や
、
温

泉
源
の
掘
削
状
況
等
に
よ
っ
て
は
変
動
も

あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
入
場
料
や

入
浴
料
等
の
最
終
的
な
金
額
も
決
定
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
後
開
催
予
定
の

多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
検
討
会

(
仮

称
)
を
中
心
に
、
各
種
関
係
団
体
等
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
施
設
運

営
を
目
指
し
て
い
く
。

問

運
営
収
支
の
見
込
み
は
。

答（
保
健
福
祉
課
長
）

約
３
千
８
百
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。
主
な
歳
入
と
し
て
、
貸

切
り
風
呂
を
含
む
入
浴
施
設
料
金
が
約

３
千
60
万
円
、
遊
戯
場
利
用
と
し
て
約

３
百
15
万
円
で
あ
る
。

問

営
業
日
数
と
時
間
は
。

答（
保
健
福
祉
課
長
）

営
業
日
は
年
間

３
３
６
日
で
、
営
業
時
間
は
現
在
同
様
13

時
〜
21
時
の
予
定
で
あ
る
が
、
午
前
中
の

入
湯
希
望
が
あ
れ
ば
運
営
委
員
会
等
で
検

討
す
る
。

問

浴
場
の
広
さ
と
男
女
割
合
は
。

答（
保
健
福
祉
課
長
）

１
部
屋
当
た
り
浴

場
の
広
さ
は
、
現
状
の
９
・
４
㎡
か
ら
15
・

８
㎡
と
な
る
。
洗
い
場
は
６
椅
子
か
ら
15
椅

子
へ
増
加
す
る
。
入
湯
者
数
は
１
人
当
た

り
の
利
用
時
間
が
60
分
と
仮
定
し
て
算
出

し
た
。
男
女
の
利
用
割
合
は
男
性
が
58
％
、

女
性
が
42
％
で
あ
る
。

問

維
持
管
理
費
削
減
の
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
や
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

(命
名

権
)、
お
湯
の
販
売
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答（
企
画
観
光
課
長
）

ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
資
金
調
達
は
可
能
と
考
え
る
。

町
の
主
要
な
公
共
施
設
の
名
称
は
、
公
募

を
募
り
決
定
し
定
着
し
て
い
る
の
で
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

た
い
。
お
湯
の
販
売
に
つ
い
て
は
、
湯
量
や

温
度
等
が
不
透
明
な
の
で
掘
削
後
の
検
討

と
な
る
。

問

新
規
事
業
導
入
に
伴
う
委
員
会
設

置
の
条
例
作
成
の
考
え
は
な
い
か
。

答（
副
町
長
）

新
規
の
条
例
を
制
定
す
る

と
な
る
と
議
会
の
議
決
権
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
住
民
に
義
務
を
課
し
、
そ
の
権
利

を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
条
例
制
定

は
考
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
同
様
新
規
事

業
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
代
表
や
外
部
の
有

識
者
な
ど
を
委
員
会
の
中
へ
交
え
て
協
議

を
し
た
い
。

問

児
童
生
徒
が
利
用
す
る
公
共
施
設
は
。

答（
教
育
長
）

教
育
委
員
会
部
局
に
お
い

て
管
理
し
て
い
る
社
会
体
育
施
設
は
、
運
動

場
、
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
相
撲
場
、
り
ゅ

う
ゆ
う
館
ア
リ
ー
ナ
が
あ
る
。
児
童
生
徒
が

個
人
利
用
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
部
活
動
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

問

児
童
生
徒
が
利
用
す
る
公
共
施
設

の
利
用
料
金
は
。

答（
教
委
事
務
局
長
）

小
中
高
校
生
料
金

が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
り
ゅ
う
ゆ
う
館

体
育
館
の
み
と
な
り
、
一
般
使
用
料
の
約

３
分
の
２
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
野
球
場
を
練
習
会
場
と
し
て
、

日
常
的
に
使
用
す
る
場
合
は
、
活
動
を
支

援
す
る
観
点
か
ら
使
用
料
の
減
額
を
し
て

い
る
。

問

各
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
冷
房
設

備
設
置
は
考
え
て
な
い
か
。

ど
ぅ
く
さ
ぁ
や
館
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
公
共
施
設

使
用
状
況
に
つ
い
て

西
郷
小
浜
公
園
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

次の定例会は 3月
を予定しています。

あなたも議会を
傍聴して

みませんか？

〈場所〉

龍郷町役場
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圓山 和昭 議員

問

「
奨
学
資
金
返
済
の
軽
減
を
検
討
」

と
あ
る
が
、
今
後
の
具
体
的
な
方
針
は
。

答（
町
長
）

単
に
返
済
金
を
軽
減
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
人
材
育
成
・
確
保
に
繋

げ
る
事
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
福
祉
人

材
対
策
検
討
委
員
会
の
中
で
、
奨
学
資
金

返
済
の
軽
減
に
つ
い
て
も
議
論
を
始
め
て

お
り
、
本
町
の
奨
学
資
金
を
活
用
し
て
育

ま
れ
た
人
材
が
、
将
来
本
町
を
支
え
る
人

材
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

伝
統
文
化
を
活
か
し
た

「新
し
い
・

龍
郷
ら
し
い
」
観
光
振
興
に
つ
い
て
具
体
的

な
方
針
は
。

答（
町
長
）

「再
生
型
観
光
」
に
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
伝
統
芸

能
で
あ
る
八
月
踊
り
を
中
心
に
、
地
域
住

民
と
来
訪
者
が
共
に
文
化
を
体
験
す
る
と

と
も
に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
や
水
田
再

生
・
藻
場
復
活
な
ど
、
自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
と
観
光
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
文
化

と
自
然
を
守
り
な
が
ら
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
拡
大
と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

荒
波
地
区
住
民
の
「ど
ぅ
く
さ
ぁ
や

館
」
利
便
性
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の

方
針
は
。

答（
町
長
）

ど
ぅ
く
さ
ぁ
や
館
施
設
の

特
性
お
よ
び
交
付
金
の
性
質
上
、
住
民
の

利
用
し
や
す
さ
を
高
め
る
こ
と
は
、
施
設
の

役
割
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
う
え
で
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
年
度
内

に

「
龍
郷
町
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営

検
討
会

(仮
称
)」
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
荒
波
地
区
を
含
む
各
地
域
の
利
用
実

態
や
課
題
を
共
有
し
、
様
々
な
角
度
か
ら

利
便
性
の
向
上
や
利
用
者
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
持
続
可
能
な
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い

て
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

「
町
民
と
の
対
話
を
進
め
る
」
に
つ

い
て
具
体
的
な
方
針
は
。

答（
町
長
）

こ
れ
ま
で
も
町
民
に
開
か

れ
た
町
政
運
営
を
行
う
た
め
、
駐
在
員
会
、

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
へ
の
出
席
を
通

じ
て
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
町
民
と
語

る
会
の
開
催
、
た
つ
ご
う
未
来
会
議
の
開
催

に
よ
り
幅
広
い
世
代
の
声
を
伺
い
、
さ
ら
に

町
議
会
へ
の
報
告
・
説
明
・
協
議
を
重
ね
る

こ
と
で
、
町
政
の
透
明
性
と
説
明
責
任
を

果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

継
承
し
、
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
着
実

に
積
み
重
ね
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

「災
害
へ
の
備
え
の
強
化
」
に
つ
い
て

具
体
的
な
方
針
は
。

答（
町
長
）

こ
れ
ま
で
避
難
所
環
境
の

改
善
や
防
災
資
機
材
の
整
備
、
防
災
行
政

無
線
の
強
靭
化
、
平
時
か
ら
の
備
え
を
着

実
に
進
め
て
き
た
。
今
後
も
地
域
の
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
や
地
区
防
災
計

画
の
策
定
支
援
、
ま
た
実
践
的
な
防
災
訓

練
の
実
施
を
通
じ
て
、
地
域
力
を
生
か
し
た

「自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
仕
組
み
の
充
実

に
取
り
組
み
、
地
域
全
体
の
防
災
力
向
上

に
努
め
、
安
全
で
強
靭
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

「
グ
ロ
ー
カ
ル
な
人
材
の
輩
出
を
目

指
す
」
具
体
的
な
方
針
は
。

答（
町
長
）

昨
年
度
、
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
交
流
事
業
に
よ
り
台

湾
宜
蘭
市
へ
子
ど
も
た
ち
を
派
遣
し
た
と

こ
ろ
だ
が
、
今
後
に
お
い
て
も
地
域
の
文
化

や
歴
史
、
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、
同

時
に
国
際
的
な
視
点
や
多
様
な
価
値
観
を

身
に
付
け
、本
町
名
誉
町
民
で
も
あ
る

「西

郷
菊
次
郎
翁
」
の
よ
う
に
国
境
を
越
え
、世

界
で
活
躍
し
、
故
郷
に
も
貢
献
で
き
る
〟
グ

ロ
ー
カ
ル〝
な
人
材
の
輩
出
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

（
町
長
選
挙
公
約
か
ら
）

龍郷町議会では、 令和7年第3回定例会から、

本会議のライブ映像及び録画映像の

YouTube （ユーチューブ）での配信を開始しました。

上記QRコードからご覧いただけます。

一般質問は

ライブ配信・録画映像を
ご覧になれます

で
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得田 要一 議員

問

４
月
か
ら
65
歳
以
上
の
方
を
採
用

し
て
い
な
い
理
由
は
。

答（
町
長
）

地
方
公
務
員
法
で
定
め
る

非
常
勤
職
員
と
な
り
ま
す
の
で
、
定
年
制

は
適
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
町
の
会
計
年

度
任
用
職
員
の
採
用
に
お
き
ま
し
て
は
年

金
受
給
開
始
年
齢
や
、
常
勤
職
員
の
定
年

制
、
再
任
用
職
員
の
上
限
年
齢
を
加
味
し

た
う
え
で
年
齢
を
考
慮
し
た
選
考
と
し
て

い
る
。
な
お
採
用
に
あ
た
り
専
門
職
や
人
員

が
確
保
で
き
な
い
職
種
に
つ
い
て
は
、
年
齢

を
問
わ
ず
に
採
用
し
任
用
し
て
い
る
。

問

65
歳
は
、ま
だ
ま
だ
働
き
盛
り
。
年

金
収
入
だ
け
で
の
生
活
は
苦
し
い
と
聞
く
。

就
労
を
希
望
す
る
方
は
健
康
診
断
書
を
添

え
て
い
た
だ
き
、
働
く
日
数
を
15
日
前
後

程
度
に
工
夫
を
す
れ
ば
採
用
す
る
方
法
は

あ
る
と
思
う
の
で
検
討
を
お
願
い
す
る
。

答（
町
長
）

役
場
も
雇
用
機
関
の
一
つ

で
あ
り
、
65
歳
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
募

集
を
し
て
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
雇
用
し

て
い
る
状
況
。

問

児
童
数
の
少
な
い
学
校
の
統
合
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。

答（
教
育
長
）

龍
郷
町
小
規
模
検
討
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
答
申
で
は
校
区
に
子

ど
も
が
い
る
限
り
学
校
を
存
続
さ
せ
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
大
多
数
だ
っ
た
。
特
に
小

学
校
は
地
域
の
精
神
的
な
支
柱
で
、
防
災

や
交
流
の
場
な
ど
多
様
な
機
能
を
も
ち
学

校
が
な
く
な
る
事
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

-
の
核
が
失
わ
れ
地
域
と
の
関
係
が
希
薄

化
す
る
懸
念
が
あ
る
。
校
区
に
子
ど
も
が
い

て
存
続
を
望
む
限
り
小
学
校
は
統
合
し
な

い
予
定
。

答（
町
長
）

児
童
数
が
一
人
に
な
っ
て

も
存
続
さ
せ
る
。

問

関
連
質
問
と
し
て
中
学
校
の
統
合

に
つ
い
て
、
赤
徳
小
中
学
校
を
考
え
る
会
の

有
志
の
方
々
か
ら
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ

り
、独
自
で
地
域
の
ア
ン
ケ
ー
ト
(無
記
名
)

を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
回
答
の
結
果
資
料

に
よ
る
と
、
賛
成

(
23
・
３
％
)、
反
対

(
61
・
６
％
)、
ま
た
、
教
育
委
員
会
の
資

料
で
は
令
和
７
年
度
４
月
７
日
現
在
の
生

徒
数
は
令
和
７
年

(
35
名
)、
令
和
８
年

(42
名
)、
令
和
９
年

(48
名
)、
令
和
10
年

(
51
名
)、
令
和
11
年

(
52
名
)
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
限
り
で
は
、
生
徒

数
は
延
び
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
が
あ
る
中
で
町
が
中
学
校
の
統
合
を
進

め
る
理
由
は
。

答（
教
育
長
）

生
徒
数
は
、
令
和
11
年
ま

で
は
増
え
る
が
、
令
和
12
年(

42
名)

、
令

和
13(

39
名)

、
令
和
14
年(

36
名)

、
令

和
15
年(

32
名)

、
令
和
16
年(

35
名)

、

令
和
17
年(

28
名)

と
確
実
に
減
少
す
る
。

出
生
数
に
お
い
て
も
、
町
全
体
で
令
和
６
年

度(

35
名)

、
令
和
７
年
度
は
来
年
３
月
ま

で
の
予
定
を
入
れ
て(

25
名)

と
減
少
す

る
。
統
合
に
は
時
間
が
か
か
る
の
で
苦
渋
の

決
断
と
な
っ
た
が
、
生
徒
た
ち
へ
良
い
環
境

を
提
供
す
る
た
め
に
、
こ
の
統
合
が
必
要
で

あ
る
。

問

龍
北
中
学
校
に
お
い
て
も
、
教
育

委
員
会
の
資
料
を
見
る
と
令
和
７
年

(
11

名
)、
令
和
８
年

(18
名
)、
令
和
９
年

(18

名
)、令
和
10
年

(21
名
)、令
和
11
年

(14

名
)
と
あ
る
。
龍
北
中
学
校
の
生
徒
が
減

少
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
を
踏

ま
え
て
町
長
の
お
考
え
は
。

答（
町
長
）

町
民
へ
の
説
明
も
重
ね
て

き
た
。
異
な
る
意
見
の
方
も
お
ら
れ
る
が
、

教
育
の
平
等
を
図
る
た
め
に
統
合
を
進
め

て
い
く
。

問

舟
漕
ぎ
競
争
の
出
場
資
格
の
決
め

方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
規
定
が
あ

る
か
。

答（
町
長
）

舟
漕
ぎ
競
争
の
出
場
資
格

に
つ
い
て
は
、
龍
郷
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員

会
が
実
施
す
る
、
大
会
前
の
監
督
会
に
お
い

て
、
舟
漕
ぎ
競
争
大
会
実
施
要
項
の
規
定

に
よ
り
、
参
加
チ
ー
ム
の
了
承
を
得
て
決
定

し
て
い
る
。

問

近
隣
市
町
村
の
よ
う
に
、
舟
漕
ぎ

競
争
の
参
加
資
格
の
縛
り
を
な
く
し
一
人

で
も
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
と
思
う
の
で
ぜ
ひ
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

答（
町
長
）

ふ
る
さ
と
祭
の
原
点
は
、

町
民
の
融
和
と
親
睦
を
図
る
目
的
が
あ
る

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
祭
に
つ
い
て
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議案番号 議案の件名 議決結果

第 55 号
龍郷町ネイチャーポジティブ推進基金条例の制定
龍郷町ネイチャーポジティブ宣言に基づき、その実現に資する事業の実施に要する経費に
充てるため、基金を設置するための条例制定

原案可決 賛成多数

第 56 号 龍郷町立学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
６月議会で一部改正した学校名（仮称）を龍郷中学校に改正するもの 原案可決 全会一致

第 57 号
龍郷町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例
閲覧の即時性や利便性向上及び手続の合理化を図るために、
公表の方法にインターネットを利用した閲覧の方法を追加するための一部改正

原案可決 全会一致

第 58 号
龍郷町消防団条例の一部を改正する条例
消防団員の処遇を改善し、団員の確保・定着を図るため、
階級に応じて年額報酬を引き上げるための一部改正

原案可決 全会一致

第 59 号

龍郷町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の全部を改正する条例
医療費助成の受給者証や診察券とマイナンバーカードの一体化に向けた取り組みの
一環として本町が行う各種医療費助成事務で個人番号を利用するにあたり条例において
定めるための全部改正

原案可決 全会一致

第 60 号
財産の取得（追認）
令和４年から令和７年にかけて締結した６件の賃貸借契約が契約期間満了後に
所有権が本町に移転する契約となっており、財産の取得の追認を求めるもの

原案可決 全会一致

第 61 号
財産の取得
各種システムのサーバ機器を調達するため５年間のリース契約を締結し、
期間満了後は本町に所有権が移転するため財産取得の議決を求めるもの

原案可決 全会一致

第 62 号
財産の取得
第２期GIGA 児童生徒用端末の入替を５年間のリース契約を締結し、
期間満了後は本町に所有権が移転するため財産取得の議決を求めるもの

原案可決 全会一致

第 63 号 令和 7 年度海岸施設保全工事（玉里地区海岸）請負変更契約の締結
事業の促進を図るため、根固石及び上部コンクリート工の追加工事 原案可決 全会一致

第 64 号

令和 7 年度龍郷町一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出それぞれ４億 3,320 万１千円補正増（歳入では国庫支出金２億 621 万１千円、
繰越金１億 1,643 万７千円等を増額、歳出ではデジタル放送事業費 4,000 万円、物価高
騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業１億 4,423 万１千円等を増額）

原案可決 全会一致

第 65 号
令和７年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ 615 万８千円補正増（歳入では繰入金 436 万円、
繰越金 181 万５千円等を増額、歳出では諸支出金 410 万５千円等を増額）

原案可決 全会一致

第 66 号
令和７年度龍郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ 299 万６千円補正増（歳入では繰入金 299 万６千円増額、
歳出では諸支出金 272 万３千円等を増額）

原案可決 全会一致

第 67 号
令和７年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
歳入歳出それぞれ 543 万４千円補正増（歳入では繰入金 515 万９千円等を増額、
歳出では地域支援事業費 116 万円等を増額）

原案可決 全会一致

第 68 号
令和７年度龍郷町水道事業会計補正予算（第３号）
物価高騰対策として水道基本料金を２か月減免するため 550 万円減額し、
一般会計より補助金を増額

原案可決 全会一致

第 69 号 令和７年度龍郷町下水道事業会計補正予算（第２号）
人事院勧告に伴う人件費の増額 原案可決 全会一致

議案番号 件名 議員名（議席番号順）
●
賛
成
数

●
反
対
数第 55 号 龍郷町ネイチャーポジティブ推進

基金条例の制定

前
島
克
幸

得
田
要
一

長
谷
場
洋
一
郎

平
岡
馨

久
保
誠

隈
元
已
子

圓
山
和
昭

伊
集
院
巌

德
永
義
郎

前
田
豊
成

○ ○ ● ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ８ １

12月定例会ではこんなことが決まりました

賛否が分かれた案件

議 決 結 果

賛否が分かれた案件を議員ごとに掲載しています。（○は賛成・●は反対）※平岡 馨議員は議長職のため、表決権はありません。
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常任委員会
所管事務調査報告

参加委員
圓山和昭／隈元已子／前田豊成／前島克幸

【日         程】 令和７年８月４日～８月７日
【調査場所】 寝屋川市

子育てリフレッシュ館RELATTO
【目         的】 保健福祉センター再整備に関し、

屋内遊戯施設の調査・研修
【調査場所】 大阪市

キッズプラザ大阪・
グランフロント大阪

【目         的】 保健福祉センター再整備に関し、
屋内遊戯施設の調査・研修

● 総務厚生常任委員会

各委員会では全国の先進事例を参考にするため、 １年に 1回、

現地を訪問し調査を行っています。 委員の派遣については、

調査の内容等を議会本会議において諮り許可しております。

８ ・ 11月に調査を行いましたので報告いたします。

〈11月26日〉

群島植樹祭が本町で開催されるにあたり、

植樹会場の草刈り作業を実施。

● 経済建設常任委員会
参加委員
長谷場洋一郎／久保誠／德永義郎／得田要一／伊集院巖

【日         程】 令和７年11月４日～11月７日
【調査場所】 東京都（豊洲市場）
【目         的】 第１次産業（漁業）振興に向けて

市場流通等が抱える課題の調査・研究
【調査場所】 東京都（大田市場）
【目         的】 第１次産業（農業）振興に向けて

市場流通等が抱える課題の調査・研究
【調査場所】 東京都（国立競技場スタジアム）
【目         的】 施設の概要調査

令和７年  第４回  定例会
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令和８年度 町民税・県民税・国民健康保険税
申告のお知らせ 問  役場 町民税務課 ☎ 0997-69-4513

  今年の所得申告のお知らせです。 下記日程で各会場を巡回し、 申告及び各種税金の徴収を実施いたします。

巡回会場に当日都合のつかない方は、 事前にご連絡の上、 別の会場へお越しいただいても構いません。 なお、

会場は大変混雑しますので、 書類等をまとめた上でお越しください。

※各種税金の徴収及び交通災害共済加入申し込みも同時に行います。

● 申告の対象者 

令和８年1月1日現在で龍郷町

に生活の本拠がある方。 公的年

金のみの方は、 申告の必要はあ

りませんが、 社会保険料や扶養、

医療費控除等の各種控除を追

加する方は申告してください。

● 所得の申告について準備するもの

①  令 和７年1月1日～令和７年

12月31日までの収入が確認

できるもの

②  事業所得や農業所得、 不動産所

得などのある方は、 必要経費の

対象となるもので、 支出した金

額の確認ができるもの（収支内

訳書、 領収書、 通帳等）

③  生命保険や地震保険等の支払

いが確認できるもの（払込証明

書のはがき等）

④  医療費控除を受ける方は、 医療

費控除の明細書（自宅で合計額

を作成するようお願いします）

⑤  確定申告にて還付金がある方は、

申告者本人の通帳

●令和８年度申告受付日程表

月日 集落名 会場 時間

2月16日

(月)

中戸口 中戸口公民館 9：00～11：00

上戸口
上戸口

コミュニティーセンター
13：30～15：00

下戸口
下戸口

コミュニティーセンター
15：10～16：10

2月17日

(火)

浦 浦生活館 9：00～11：30

安木屋場 安木屋場公民館 13：30～14：30

円 円公民館 14：45～16：15

2月18日

(水)

手広 手広地区振興センター 9：00～11：00

屋入 屋入へき地集会所 13：30～14：30

久場 久場へき地集会所 15：00～16：00

2月19日

(木)

芦徳 芦徳公民館 9：00～11：00

赤尾木 赤尾木公民館 13：30～16：30

2月24日

(火)

大勝 大勝生活館 9：00～11：30

川内 川内へき地集会場 14：00～15：30

2月25日

(水)

秋名 秋名集会場 9：00～11：00

幾里
秋名

コミュニティーセンター
13：30～15：00

嘉渡 嘉渡生活館 15：15～16：15

2月26日

(木)

玉里
玉里

コミュニティーセンター
9：00～11：30

瀬留 瀬留生活館 13：30～15：00

2月27日

(金)

中勝 中勝公民館 9：00～11：30

龍郷 龍郷保健福祉館 14：00～15：30

● 日時 ：令和８年２月２日（月）～２月２７日（金） ※土日祝除く

 10：00～ 12：00、 13：00～ 16：00

  ※事前に必ず電話等で相談日時を予約してください。

● 内容 ：所得税及び個人の消費税に関する相談

● 場所 ：各税理士事務所

● 対象 ：小規模事業者（自営業など）、 給与所得者、 年金所得者

● 料金 ：税務相談（３０分程度）のみについては無料です。

申告書作成等は有料です。 電話予約の際に税理士にご確認ください。

税理士記念日の令和８年２月24日（火）

は10：00～16：00で奄美市役所本庁舎

3階会議室にて無料相談会を実施します。

大島支部の税理士事

務所についてはお問

い合せください。

確定申告相談会（税務支援）のご案内 問  南九州税理士会 大島支部 ☎ 0997-52-2873
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麻しん・風しん混合予防接種（MR２期）の
予防接種はお済ですか？ 問  役場 子ども子育て応援課 ☎ 0997-69-4555

●対象者 ： 平成31年4月2日から令和2年4月1日生まれの方（小学校入学前の小児）

● 接種期間 ： 令和8年3月31日まで

● 費用 ： 無料 ※接種期間を過ぎますと全額自己負担となります。

● 接種方法 ：医療機関へ予約をして、 必ず保護者同伴で受診してください。

● 持参するもの ：母子健康手帳 ・予診票 ・健康保険証

※予診票の再発行をご希望の方は子ども子育て応援課までお問い合わせください。

  コンビニ交付標準化移行作業に伴い、 各証明書のコンビニ交付サービスの運用を一時停止いたします。

この間、コンビニすべての店舗でマルチコピー機（キオスク端末）から各証明書が発行できません。

  ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

●  停止期間

令和8年2月中旬ごろ

詳細の日程確定後、 町ホームページ等でお知らせいたします。

●  コンビニ交付を停止する証明書

住民票、 印鑑登録証明書、 所得証明書、 所得・課税証明書

コンビニ交付サービス一時停止のお知らせ 問 役場 町民税務課 ☎ 0997-69-4517

  整骨院などで柔道整復師の治療を受けたとき健康保険を利用できるのは、 骨折、 脱臼、 打撲

および捻挫の施術を受けた場合で、 骨折と脱臼は医師の同意が必要です。

  また、はり ・きゅうの施術による保険適用には、 医師の診断書が必要です。 肩こり、 筋肉疲労

などに対する施術は保険外適用になりますので、ご注意ください。

  健康保険を利用して施術を受けた方に、 負傷原因や施術内容について照会することがあります。

ご協力をお願いします。 対象者は国民健康保険または後期高齢者医療保険加入者です。

保険外適用の施術について 問 役場 保健福祉課 ☎ 0997-69-4514

龍郷町
ホームページ

官公庁
オークション
サイト

  龍郷町では滞納処分にて差押えた財産について、 KSI官公庁オークションを利用したイ

ンターネット公売を実施しています。インターネット公売に参加される際は、「龍郷町インター

ネット公売ガイドライン」を必ずお読みになり、 同意いただいた上でご参加ください。

インターネット公売のご案内 問 役場 町民税務課 ☎ 0997-69-4513

  今回出品されている公売財産の詳細情報は、

龍郷町ホームページまたは紀尾井町戦略研究所

株式会社の提供する官公庁オークションサイトか

らご覧ください。
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  龍郷町に令和８ ・ ９年度の入札参加資格審査を希望する業者や個人の方は、 下記の

要領で申請を受け付けますので、 各部門の審査に必要な書類一式をそろえ、 龍郷町役

場総務課入札資格審査係まで申請してください。（郵送可）

龍郷町
ホームページ

●  共通する事項 

令和7年12月24日（水）～令和8年3月13日（金）まで（郵送の場合は消印有効）

※受付期間を経過した後は、 随時の申請受け付けとなりますが、 随時の申請受け付

けは、 申請を受理してから指名候補者名簿への登録までに、 3カ月程度の期間がか

かりますので注意してください。

令和８・９年度
指名入札資格審査の申請について 問  役場 総務課 ☎ 0997-69-4511

● 肥料価格高騰緊急対策補助事業

肥料価格高騰に対する補助を

行います。 詳しくは、 右のQR

コードより町ホームページをご

覧ください。

  エネルギー ・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている町民や事業者を支援するため、 国の

「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用して、 龍郷町では以下の事業の実施を計画し

ています。 各事業の詳細については随時ホームページで更新してお知らせします。

龍郷町 物価高騰支援事業について

  県営住宅の入居につきましては、 抽選に

より空き家待ち順位を決定しています。

  令和８年４月以降の入居を希望される方

は、右記により申込み手続を行ってください。

  なお、 現在申込みされている方も、 新た

に申込み手続を行う必要があります。

●  対象となる住宅

奄美市、 龍郷町及び瀬戸内町にある県営住宅

●  申込書の配布 ・ 受付期間

令和８年２月２日（月） ～２月２７日（金） 

９ ： 00～ 17 ： 00＊土日 ・祝日を除く

●  抽選日時

令和８年３月４日（水）　14 ： 00～

県営住宅に入居を希望される方へ 問 鹿児島県 大島支庁 建設部 建設課 ☎ 0997-57-7332

● たつごう商品券配布事業

対象者に15,000円の商品券を送付します。

申請は必要ありません。

問  役場 企画観光課 ☎ 0997-69-4512

問  役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524

● 水道料金基本料金減免事業

令和7年8月から実施している水道料金基本料

金の全額減免を、 令和9年1月まで継続します。

減免に係る手続きは必要ありません。

詳しくは、 右のQRコードより町ホー

ムページをご覧ください。

問  役場 生活環境課 ☎ 0997-69-4525

●福祉施設等支援事業

町内の福祉施設等の事業所に支援金を

給付します。

問  役場 保健福祉課 ☎ 0997-69-4514
問  役場 子ども子育て応援課 ☎ 0997-69-4555

●自治会支援事業 全集落に支援金を給付します。

問  役場 企画観光課 ☎ 0997-69-4512
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▲

12月度「住もうディ！」問合せ状況

移住・住まい探しについての相談

空き家の活用・解体についての相談
合計 1 件

合計 11 件

件=2 件=2

空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491

連載　vol.28令和6年4月着任
谷 亜矢子

年始に帰省し
大阪の人の多さに
驚きました！

大阪府出身・円集落在住

移住定住カウンセラー

令和5年4月着任
竹内 ひとみ

埼玉県出身・円集落在住

地域おこし協力隊

営業
時間

平日（10：00～16：00）龍郷町幾里423 あらば食堂隣
※土日祝日は完全予約制です。

※スタッフ不在の場合もあるため、事前に予約や電話でのお問合せをお勧めします。

空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491
平日5日営業に
なりました！

ホームページ Instagram

中
高
生
空
き
家
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
最
終
回

大
島
高
校
「
地
域
づ
く
り

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

しゃがんだ時に踵がつく
ようになりたい！身体を
労わる一年にしたいです。

昨
年
12
月
に
旧
大
島
工
業
高
校
で
行
わ

れ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、
空
き
家
の
残

地
物
を
販
売
し
ま
し
た
。
３
名
の
高
校
生

達
が
積
極
的
に
商
品
の
配
置
、ポ
ッ
プ
の
作

成
、
接
客
を
こ
な
し
て
く
れ
て
と
て
も
頼
も

し
か
っ
た
で
す
。

令
和
６
年
12
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
回
の
活
動
で
一
区
切
り

を
迎
え
ま
し
た
。
大
家
さ
ん
の
ご
協
力
の

も
と
、
小
学
生
１
名
、
中
学
生
５
名
、
高

校
生
９
名
、保
護
者
の
方
や
他
地
域
の
方

に
お
手
伝
い
頂
き
、全
７
回
に
わ
た
っ
て

残
置
物
の
片
付
け
と
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、お
家
の
中
が
殆
ど
す
っ

か
ら
か
ん
に
!!

中
高
生
が
関
わ
っ
た
こ

の
空
き
家
が
、こ
れ
か
ら
ど
う
生
ま
れ
変

わ
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ご
協
力

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生
向
け
に
空
き
家
の
ワ
ー
ク
を
実

施
し
ま
し
た
。
午
前
中
は
嘉
渡
集
落
内
に
あ

る
空
き
家
を
数
軒
周
り
、
屋
根
や
柱
の
状
態

を
観
察
し
て
活
用
可
否
の
判
定
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
！

午
後
は
役
場
で
、
空
き
家
の
活
用
ア

イ
デ
ア
や
、
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

集
め
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

高
校
生
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
、

今
回
の
ワ
ー
ク
を
思
い
出
し
て
空
き
家
問
題

を
自
分
事
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
た
め
の
行

動
を
し
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

お疲れ様で
した！

お疲れ様で
した！
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問い合わせ先 生涯学習センター りゅうがく館 事務室 ☎ 0997- 62- 3110

令和８年2月号

・『ユタに生きる 下』 （円 聖修／南方新社）
・『介護未満の父に起きたこと』

（ジェーン スー／新潮社）
・『39歳、初就職。』 （藤崎 忍／世界文化社）
・『彗星を追うヴァンパイア』

（河野 裕／KADOKAWA）
・『町の本屋はいかにしてつぶれてきたか』
 （飯田 一史／平凡社）
・『別れを告げない』 （ハン ガン／白泉社）
・『「AI議員」が誕生する日 SNS選挙が政治を
 変える』 （高橋 茂 / 集英社インターナショナル）
・『ショコラティエ江口和明のチョコレートの
 お菓子』 （江口 和明／マイナビ出版）
・『自由に生きるための世界スマート旅』

（おのだ／KADOKAWA）
・『図解眠れなくなるほど面白いメンタルの話』

（益田 裕介／日本文芸社）
・『孤独なおじさん、いざゆかん』

（TBSラジオ「空気階段の踊り場」／ポプラ社）
・『月収』 （原田 ひ香／中央公論新社）
・『おかず鍋 あとは白いご飯があれば、献立の
 出来上がり』 （吉田 愛／ Gakken）   他

●  一般書  ● ●  児童書  ●
・『多様な性を生きる』 （松岡 宗嗣／河出書房新社）
・『みんなの「読める」をデザインしたい
わたしは書体デザイナー』 （高田 裕美／Gakken）

・『電池の図鑑』 （臼田 昭司／技術評論社）
・『今すぐ人に出したくなるおもしろ算数クイズ』

（横山 明日希／文響社）
・『こんなふうにやってみて ほら、できた！』

（菅原 洋平／えほんの杜）
・『ハヤタケ先生のこども魚食大百科』

（早武 忠利／少年写真新聞社）
・『魔法学校のプリンセス』

（スティルトン ティー／実業之日本社）
・『こども栄養学』 （中西 明美／新星出版社）
・『オニネコ』 （香川 ミカ／みらいパブリッシング）
・『チョコレートの世界』
（ちょこれいじ／メイツユニバーサルコンテンツ）

・『いろいろおにごっこ』
（小沢 正／世界文化ワンダーグループ）

・『まめまきぱーらぱら』 （おおい じゅんこ／ほるぷ出版）
・『そのギモン、カガクのチカラでもっと答えます』
（日経サイエンス／日本経済新聞社編集サイエンスグループ）   他

今月のおすすめ本

願わくば海の底で
額賀 澪／東京創元社

東北地方沿岸部のとある高校。 そ

こで起こるささやかな謎の中心に

は、いつだって彼がいた。 2011

年の“あの日” 以来、私たちの前

から姿を消してしまった彼自身―

―。 これは大切なものほどなくしてしまう悪癖に悩まさ

れ、それでも飄々と振る舞う青年が歩んだ、高校生活３

年間の軌跡を辿りなおす物語です。

運命を変えるチャンスは
なぜか突然やって来る
今村 翔吾／岩波書店

少年時代に本の面白さに魅

了され、「将来は作家になりた

い！」 という夢を抱いた今村

さんはどのようにしてその夢

を叶えたのでしょう？回り道をしながらチャンスを

掴み、直木賞作家となった今村翔吾さんからの熱

いメッセージです。
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た つ ご う

アイディア大募集！

みんなでつくる！月1回の運動教室
～あなたのアイディアが、町の健康づくりになります～

健康づくり
通信

～あなたのアイディアが、町の健康づくりになります～～あなたのアイディアが、町の健康づくりになります～
vol.8

問  役場 保健福祉課
 ☎ 0997-69-4514今月の担当： 保健福祉課 保健師　蘇

銀のさじプレゼント

龍郷町では「一生食べ物に困らない」「健やかな成長」という

思いを込めて、 出産祝いに銀のさじをプレゼントしました。

（対象者：父または母が町内に半年以上居住）

今回の対象者（左から）

ようこそ

龍郷町へ！

　前島 壱
いち

くん、島田 彩
さ

良
ら

ちゃん

伊藤 柚
ゆず は

花ちゃん、沖島 朱
あ

茉
ま

音
ね

ちゃん

2月は「猫の適正飼養推進月間」です 献血
令和8年2月19日（木）

ご協力お願いします
に

14：00～16：00
龍郷町役場
玄関前

不妊・去勢をしましょう
室内で飼いましょう

マイクロチップ等で所有者の明示を

問い合わせ先 名瀬保健所
☎ 0997- 52- 5411

鹿児島県動物愛護
ホームページ

町では、 町民のみなさんが無理なく ・楽しく ・継続できる運動習慣を身につけられるよう、

月に1回開催する運動教室を計画しています。

「運動が苦手でも続けられそうな内容は？」「楽しみながら体を動かせる工夫は？」

そんな日頃の思いを、ぜひお聞かせください。

目的は「がんばりすぎない、続けられる運動」です
月1回だから無理なく参加できる、 特別な道具がなくて

もできる、 日常生活の中でも続けやすいなど、“続けるこ

と”を大切にした運動習慣づくりを目指します。

応募締切：令和８年２ 月 27 日（金）まで
右のQRコードを読み取り、専用フォームからご応募ください。（氏名は任意 ・匿名可）

●年代や体力に合わせた運動

●室内でも屋外でもできる運動

●家でも簡単に続けられる運動

●友人 ・家族と一緒に楽しめる工夫　など

どんな小さなアイディアでも大歓迎です。

2月は「猫の適正飼養推進月間」です

マイクロチップ等で所有者の明示を

運動が得意な方も、ちょっと苦手な方も、あなたの
アイディアが、町の健康づくりの第一歩になります。
たくさんのご応募をお待ちしています。

応募方法

こんなアイディアを募集しています

町では、 町民のみなさんが無理なく ・楽しく ・継続できる運動習慣を身につけられるよう、

応募方法
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1 2 月 届 出

お誕生おめでとうございます

保浦 琉
る か

翔 父聖士 母由貴 瀬留

中村 煌
こ う が

雅 父雄志郎 母苑佳 大勝

榮　琉
ゆ う と

翔 父鉄也  母良乃 赤尾木

香典返し

寄 付 者 故 人 寄 付 先

作田 ゆきの 作田 守
瀬留集落
社協

大野 正涼 大野 テル子 社協

松田 孝子 松田 哲郎 瀬留集落

中原 由喜子 72 芦徳

龍 美智弘 61 龍郷

阿世知 一男 97 浦（愛寿園）

作田 守 64 瀬留

廣畑 昭也 73 川内

松田 哲郎 69 瀬留

ご冥福をお祈りいたします

編
集
後
記

令
和
８
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
広
報
た
つ
ご
う
を

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

広
報
係
を
し
て
い
る
と
、
毎

年
年
始
に
二
十
歳
の
つ
ど
い
や

消
防
出
初
式
の
撮
影
に
行
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
二
十

歳
の
つ
ど
い
で
は
、
20
歳
を
迎

え
た
町
出
身
者
が
決
意
を
新
た

に
し
、
き
ら
き
ら
と
し
た
表
情

で
式
に
出
席
し
て
お
り
、
そ
の

様
子
を
見
て
い
る
と
、
僕
も
頑

張
ら
ね
ば
と
い
う
思
い
に
駆
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
撮
影
を
し
な
が
ら
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
等
を
見
て
い
る
と
、
僕

も
自
分
事
の
よ
う
に
心
が
温

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昔
の
友
達
と
思
い
出
を
振
り

返
る
時
間
っ
て
す
ご
く
素
敵
な

時
間
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

思
い
出
を
振
り
返
り
つ
つ
、

そ
れ
を
糧
に
今
年
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

(中
村
)
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【緊急事態】2025年の交通事故は過去最多！
2026年も気を付けて

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
令和７年
１年間の合計156件
（令和6年1年間121件）

環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美野生生物保護センター）
☎0997-55-8620

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開

催しており、 龍郷町民の方についても

無料で相談することができます。

奄美市役所  保健福祉部福祉政策課
つながる相談室

☎ 0997-52-1111
【受付時間】8：30 ～ 17：15

お問い合せ
・

予約

奄美法律相談センター

無料法律相談のご案内法

電話予約 （先着順）必須

1｜日 ■どぅくさ会（14：00）瀬留　■どぅくさ会（14：00）川内
■どぅくさ会（14：00）赤尾木

2｜月 ■楽らく体操（14：00）芦徳
■楽らく体操（14：00）中勝

3｜火
■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口

4｜水 ■どぅくさ会（14：00）円
■どぅくさ会（14：00）手広

5｜木
■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■どぅくさ会（12：00）大勝　■どぅくさ会（14：00）中勝

6｜金
■男性料理教室（10：00）秋名コミュニティーセンター
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内
★児童手当支給日

7｜土

8｜日

9｜月
■どぅくさ会（14：00）浦
■どぅくさ会（14：00）芦徳
■楽らく体操（14：00）中勝

10｜火 ■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■どぅくさ会（14：00）嘉渡

11｜水

12｜木
■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■どぅくさ会（14：00）中戸口

13｜金 ■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

14｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

15｜日 第27回 龍郷町民フェア
■どぅくさ会（14：00）瀬留

16｜月
確定申告受付開始（～3月16日）
■楽らく体操（14：00）芦徳
■楽らく体操（14：00）中勝

17｜火 ■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口

18｜水 ■どぅくさ会（14：00）円

19｜木
■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■どぅくさ会（12：00）中勝 ■どぅくさ会（14：00）中戸口
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■献血（14：00）龍郷町役場玄関前

20｜金
■よーりよーりサロン（10：30）どぅくさぁや館
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■どぅくさ会（14：00）手広　■楽らく体操（19：30）川内

21｜土 ■どぅくさ会（14：00）屋入
■どぅくさ会（14：00）赤尾木

22｜日

23｜月 ■楽らく体操（14：00）芦徳
■楽らく体操（14：00）中勝

24｜火 ■ひだまり開放（9：30）ひだまり
■どぅくさ会（14：00）嘉渡

25｜水

26｜木 ■乳児健診（12：30）どぅくさぁや館
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里

27｜金
定例駐在員会
■子育てサロン（9：30）ひだまり
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

28｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳
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龍郷町行事予定 2026年2月
※行事は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

旧暦 12月15日

 旧暦 １月１日

13：00～16：30法

11：00～12：00
13：00～15：30

法

 9：30～11：30法

　　　　　約100cc×5個分

●  たんかん ［９～10個（果汁520cc）］

● アガー ［20ｇ］

●  砂糖［大さじ4（36ｇ）］

●  水 ［大さじ5］

1   砂糖とアガーをよく混ぜる。  
Point〉〉アガーはダマになりやすいため砂
糖と混ぜるのがおすすめ。

2   たんかん果汁は人肌程度（40℃）に温め
ておく。

3   鍋に①と常温の水を入れ、 混ぜながら火
にかける。  
Point〉〉アガーを水に溶かす時は、 冷た
い水やお湯だとダマになるので常温にす
ること。

4   沸いてきたら火を弱め、 30秒ほど煮る。
Point〉〉アガーは９０℃以下だとゼリーが
固まらなくなるため、しっかり沸かす。

5   火を止め、 温めたたんかん果汁を入れる。
6   カップに注ぎ冷蔵庫で冷やす。

レシピ提供者：役場 保健福祉課

材料

作り方
お
い
し
い

ひ
と
し
な

龍郷町HPたんかんはポンカンとネーブルオレンジの自然交配によって
誕生したといわれています。 中国の広東省が原産地で、 明

ひとくち

コメント

たんかん
ゼリー

アガーバージョン

治に台湾から沖縄をはじめ、 南西諸島へと移植されました。 ビタミンＣが豊
富で、たんかん１個で1日に必要なビタミンCの3分の2以上を摂取できます。

アガーはダマになりやすいため砂

  たんかん果汁は人肌程度（40℃）に温め

  鍋に①と常温の水を入れ、 混ぜながら火

アガーを水に溶かす時は、 冷た
い水やお湯だとダマになるので常温にす

たんかん
ゼリー

アガーバージョンアガーバージョン




